
おおいた温泉基本計画について 

 

日本一の源泉数・湧出量を誇る本県では、古くから浴用を中心に、療養や休養のため

に温泉を用いるとともに、観光資源としても利用してきました。近年では、温泉の持つ

熱エネルギーの有効利用が進められており、施設暖房や施設園芸、養殖漁業、地熱発電

など幅広い分野での活用が行われています。また、温泉は地域の文化とも深く関わって

おり、温泉地に数多くある共同浴場や地獄蒸し料理での利用などはその一例です。 

その一方で、温泉はそのほとんどが雨水を起源とすることから、利用できる量には限

りがあります。温泉を過剰に湧出させると、温度の低下や湧出量の減少など温泉資源の

衰退化や枯渇化を引き起こし、豊富にあったはずの温泉資源をこれまでのように利用で

きなくなるおそれがあります。 

このように、魅力あふれる「おおいたの温泉」を将来にわたって利用していくために

は、温泉資源をしっかり保護し、適正に利用することが不可欠であり、そのために必要

なことを「おおいた温泉基本計画」の基本目標としています。 

基本目標を達成していくためには、温泉事業者など温泉に直接関わる方々だけでなく、

温泉利用者など多くの方々の理解と協力が必要になります。そのためには、より多くの

方々が、温泉を楽しみ、温泉に関心をもち、温泉への理解を深めてもらうことが何より

も重要です。 

ここから３ページでは、この計画の目指す姿について、「温泉のもつ魅力」、「温泉の

利用例」、そして「その魅力ある利用を支えるために必要なこと」の３つの観点からイ

ラストを用いてわかりやすく解説しています。 

「日本一のおんせん県おおいた」として、温泉を将来にわたってより魅力的に利用で

きるよう、この計画で掲げた目標とその達成に向けた具体的な取組への県民皆さんのご

理解とご協力をお願いいたします。 








